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加
藤
電
気
工
業
所
な
ど 

個
人
・
団
体
が
記
念
表
彰

社
団
法
人
全
国
船
舶
無
線

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

協
会
は
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
来

未
来
へ
向
け
て
、
乗
り
越
え

続
い
て
同
協
会
の
設
立
印

貴
重
な
功
績
に
よ
っ
て
も
当

も
の
が
あ
る
が
、
さ
ら
な
る

に
ド
l
パ
l海
峡
横
断
の
無

線
通
信
の
成
功
し
て
以
来
、

無
数
の
海
難
事
故
救
助
に
役

立
て
ら
れ
て
き
た
。
わ
が
国

に
お
い
て
も
、
全
工
協
の
努

力
も
あ
っ
て
、
漁
業
・
海
運

業
環
境
の
整
備
が
さ
ま
ざ
ま

に
進
ん
で
き
た
。
総
務
省
で

も
海
上
無
線
通
信
の
整
備
・

一
式
典
の
も
よ
う
(
壇
上
は
あ
い
さ
っ
す
る
石
井

ム

一

会

長

)

表

彰

式

工
ポ
協
会
(
全
工
協
、
石
井

れ
、
冒
頭
で
あ
い
さ
つ
に
立

ら
れ
た
。
そ
の
歴
史
を
今
一

て
行
く
所
存
だ
」
と
、
節
目

孝
会
長
)
は 
6
丹
羽
目
、
都

っ
た
石
井
会
長
は
、
「
当
協

度
回
顧
す
る
意
味
で
、
こ
の

の
年
を
迎
え
て
の
感
慨
と
、

内
で
「
第
一
日
回
通
常
総
会
」

会
が
無
事
印
周
年
を
迎
え
ら

ほ
ど
協
会
の
叩
年
史
を
編
纂

今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

を
開
催
し
、
平
成
幻
年
度
事

れ
た
の
も
関
係
各
位
と
会
員

し
、
本
日
の
式
典
の
直
前
に

続
い
て
来
賓
と
し
て
招
か

業
報
告
・
決
算
報
告
お
よ
び

の
方
々
の
お
蔭
だ
と
考
え
て

完
成
し
た
。
当
協
会
の
発
展

れ
た
総
務
省
総
合
通
信
基
盤

平
成
幻
年
度
事
業
計
画
・
収

い
る
。
そ
の
感
謝
の
意
味
を

mの
糧
と
す
る
意
味
で
も
、
会

局
の
吉
田
靖
電
波
部
長
が
あ

支
予
算
案
、
役
員
の
退
任
お

込
め
亡
、
本
目
、
却
個
人
・

員
各
位
は
是
非
一
読
し
て
い

い
さ
つ
。
「
無
線
通
信
の
歴

よ
び
解
任
等
を
審
議
、
了
承

団
体
の
表
彰
を
行
う
。
ま
た

た
だ
き
た
い
。
協
会
を
取
り

史
は
海
上
か
ら
始
ま
っ
た
。

し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
諸
先
輩
方
の

巻
く
経
済
環
境
に
は
厳
し
い

マ
ル
コ 

こ
が
1
8
9
9年

l

普
及
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

昨
年
秋
に
は
、
船
舶
シ
ス
テ

ム
の
違
い
に
よ
る
通
信
障
害

を
克
服
す
る
た
め
の
『
国
際

を
使
用
し
た
船
舶
共


通
過
信
シ
ス
テ
ム
』
を
構
築


し
た
。
こ
れ
は
国
際
的
に
普


及
し
て
い
る
も
の
を
日
本
に


持
っ
て
く
る
と
い
う
逆
転
の


発
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の


で
、
今
後
の
普
及
を
期
待
し


た
い
。
ま
た
『
糧
上
で
も
安


価
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利


用
し
た
い
と
い
う
声
に
応
え


て
、
4
月
か
ら
制
度
改
正
を


行
い
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
も
図


っ
て
い
る
。
海
上
通
信
イ
ン


フ
ラ
の
普
及
拡
大
に
向
防


て
、
全
工
協
の
今
後
の
活
動

信 
入
学
名
誉
教
授
、
日
本
士
一
ル
ノ
九
州
販
売
佳
世
保
営
業


に
も
さ
ら
に
期
待
し
た
い
』


と
祝
辞
を
述
べ
た
。


一
方
、
田
周
年
史
の
編
纂

に
携
わ
っ
た
同
協
会
の
菊
川

V
H
F

L

祝辞を述べる吉田電波部長

菊 川 副 会 長 の あいさつ

局
長
)

産
業 

表
彰
状
・
職
員
ハ
川

市
川
良
一
(
前
法
術
部
長
)
、

佐
々
木
富
男
(
一
冗
専
務
型

事
)
、
竹
田
哲
男
(
↓
主
顧
問
)
、

橋
本
勇
(
前
九
州
支
部
事
務

)
V

が
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
。
↑
電
波
興
業
)
、
山
本
雄
一
二
(
伊

マ
感
謝
状
・
個
人 

鈴
木
一
勢
電
波
工
業
)
マ
表
彰
状
・

務
(
全
工
協
顧
問
、
電
気
通
一
支
部
役
員
門
任
本
房
光
(
フ

H

亘
副
会
長
は
、
「
当
協
会
は
↑
来
島
ど
っ
く
マ
表
彰
状
・
事
一

同
年
に
わ
た
っ
亡
、
総
務
省
一
業
発
展
リ
岩
重
宜
郎
(
元
太
一

の
協
力
を
得
て
、
通
信
イ
ン
一
洋
無
線
)
、
高
梨
良
一
郎
(
日
-

フ
ラ
整
備
の
一
翼
を
担
っ
て
一
本
無
線
)
、
中
島
隆
(
中
島
電
一

き
た
。
そ
し
て
私
自
身
も
先
一
気
)
マ
表
彰
状
・
本
部
役
員
一

聾
方
の
活
躍
を
日
の
以
寸
た
り
一 

秋
山
敏
男
(
目
立
無
線
)
、
一

に
し
て
き
た
。
開
周
年
史
の
一
上
村
安
私
(
上
村
特
電
)
、
大
一

編
纂
に
際
し
て
も
、
諸
先
輩
一
野
晃
(
大
野
電
装
)
、
納
村
篤
一

方
の
多
大
な
協
力
を
得
ら
れ
一
蹟
(
共
栄
無
線
)
、
川
崎
忠
一

て
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。
今
一
(
川
崎
電
機
)
、
佐
藤
猛
援

は
、
協
会
の 

ω年
、
何
年
ヘ
(
苫
小
牧
無
線
)
、
中
郡
正
夫

向
か
っ
て
の
発
展
そ
祈
念
し
一
(
一
一
一
共
無
線
電
機
商
会
)
、
土

た
い
思
い
だ
」
ど
語
っ
た
。
一
届
喜
久
生
(
土
居
無
線
工
業

式
典
で
は
続
い
て
、
「
設
立
一
所
)
、
原
勝
正
(
中
和
電
機
公

印
周
年
」
会
長
表
彰
が
行
わ
一
司
)
、
古
田
一
雄
(
フ
ル
タ
無

れ
、
以
下
の
却
個
人
・
団
体
一
線
電
機
)
、
丸
山
裕
介
(
日
本

U

業
大
学
名
誉
教
授
)
、
中
村
一
所
)
、
工
藤
豊
(
東
京
商
会
)
、

勝
英
(
水
洋
会
事
務
局
長
)
一
昆
野
太
兵
衛
(
昆
野
無
線
)
、

マ
感
謝
状
・
団
時
昨
日
今
抽
出
造
一
高
橋
洋
平
(
高
橋
無
線
工
業

船
、
加
藤
電
気
工
業
所
、
新
一
所
)
、
玉
城
正
利
(
興
発
電
子
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